
三
点

四
点

五
点

六
点

七
点

八
点

十
点

十
二
点

　
《
互
選
句
》

〈
選
句
の
み
〉

〈

投
句
・
選
句
〉

〈
選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　
（

◎
中
七
→
「

母
校
の
校
歌
」
）

口
笛
は
母
校
校
歌
や
春
の
風

雨
上
が
り
桜
並
木
は
花
筵

知
ら
ぬ
間
に
葉
桜
と
な
り
風
抜
け
る

「
初
出
」
と
未
知
の
言
葉
を
知
る
四
月

校
門
の
残
花
虚
し
き
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク

花
咲
け
ど
心
虚
ろ
な
コ
ロ
ナ
の
乱

起
き
抜
け
に
初
音
を
聞
き
て
窓
に
寄
り

千
鳥
ヶ

淵
静
け
さ
も
ど
り
花
筏

千
体
の
地
蔵
見
守
る
山
桜

籠
居
の
窓
を
掠
め
る
春
の
鳥

花
咲
け
る
枝
煮
て
春
を
汲
み
上
ぐ
る

満
開
の
桜
待
た
ず
に
母
逝
き
ぬ
　
（
百
二
歳
）

図
書
館
は
休
館
と
い
ふ
花
の
冷
え

花
は
葉
に
パ
ー

マ
帰
り
の
妻
い
と
し

籠
る
日
々
目
刺
で
晩
酌
癖
に
な
り

ち
ち
と
鳴
き
嬉
々
と
聞
こ
ゆ
る
鳥
の
恋

空
っ
ぽ
な
時
は
紡
げ
ず
春
暮
る
る

あ
た
た
か
や
気
紛
れ
に
買
ふ
串
団
子

新
ち
ょ

う
ち
ん
雷
門
に
春
の
朝

駅
前
の
カ
フ
ェ
ー
も
閉
ま
り
初
燕

花
も
散
り
日
々
自
粛
し
て
老
い
ゆ
く
か

草
餅
や
煙
管
の
似
合
ふ
縁
の
叔
父

煌
々
と
弥
生
の
空
に
ス
ー

パ
ー
ム
ー
ン

我
が
余
生
不
要
不
急
の
朧
か
な

乗
り
移
る
小
舟
の
揺
れ
や
蘆
の
角

ど
の
子
に
も
凧
の
空
あ
り
未
来
あ
り

野
草
茹
で
摘
ま
む
箸
先
春
立
て
り

友
見
舞
ふ
話
と
ぎ
れ
て
桜
餅

振
れ
ば
鳴
る
ド
ロ
ッ
プ
の
缶
春
う
ら
ら

山
田
け
い
子
 
山
内
天
牛
 
渡
邊
盛
雄

恵
洲

た
だ
し
げ

仝
千
恵

五
郎
太

忠
彦

そ
ら
お

盛
雄

け
い
子

亜
也

啓
子

堂
哉

恵
洲

紀
久
男

そ
ら
お

盛
雄

啓
子

恵
洲

千
恵

五
郎
太

そ
ら
お

堂
哉

た
だ
し
げ

忠
彦

仝
孤
舟

啓
子

け
い
子

正
明

（

孤
・
健
・
天
）

（

千
・
雅
・
充
）

（

堅
・
〇
た
・
恵
）

（

眞
・
紀
・
三
）

（

そ
・
紀
・
亜
）

（

堅
・
紀
・
敏
）

（

伸
・
紀
・
千
）

（

そ
・
紀
・
孤
・
け
）

（

眞
・
紀
・
啓
・
規
）

（

五
・
千
・
ゆ
・
〇
雅
）

（

紀
・
た
・
〇
堂
・
三
）

（

紀
・
弘
・
敏
・
規
）

（

孤
・
弘
・
正
・
昇
）

（

忠
・
五
・
く
・
三
）

（

〇
伸
・
紀
・
堂
・
浩
）

（

堅
・
紀
・
弘
・
昇
・
浩
）

（

紀
・
忠
・
健
・
〇
千
・
〇
龍
）

（

紀
・
孤
・
亜
・
天
・
盛
）

（

〇
そ
・
伸
・
忠
・
正
・
天
）

（

紀
・
龍
・
ゆ
・
亜
・
け
）

（

紀
・
〇
忠
・
た
・
敏
・
浩
）

（

伸
・
紀
・
〇
弘
・
恵
・
充
・
〇
天
）

（

孤
・
五
・
ゆ
・
〇
充
・
け
・
盛
）

（

紀
・
千
・
孝
・
ゆ
・
雅
・
規
）

（

〇
五
・
健
・
恵
・
啓
・
浩
・
け
・
三
）

　
規
・
〇
く
）

（

五
・
〇
健
・
〇
孝
・
恵
・
龍
・
堂

　
〇
浩
）

（

堅
・
紀
・
忠
・
孝
・
堂
・
雅
・
昇

　
堂
・
啓
・
浩
）

（

そ
・
伸
・
紀
・
五
・
健
・
千
・
た

　
〇
啓
・
く
・
亜
・
け
・
天
）

（

眞
・
伸
・
忠
・
孤
・
〇
恵
・
昇
・
充

川
口
孤
舟

　
　
　
令
和
二
年
四
月
二
十
三
日
（

木
）

　
　
ウ
ェ

ブ
句
会

　
（
布
を
桜
色
に
染
め
る
に
は
花
が
咲
こ
う
と
し
て
い
る
枝
で
な
け
れ
ば
桜
色
は
出
な
い
ら
し
い
）

早
川
充
章
　
松
崎
浩
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
市
橋
伸
彦
（

飛
び
入
り
）

重
枝
孝
岳
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎

中
川
雅
夫
（
新
人
）
福
島
正
明
　
古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
﨑
亜
也

小
早
健
介
　
在
間
千
恵
　
佐
藤
た
だ
し
げ
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
豊
田
ゆ
た
か

伊
賀
山
そ
ら
お
　
今
井
紀
久
男
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子

 
 
 
 
 
 
第
四
百
八
回
　
青
葉
会



一
点

二
点

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

春
愁
や
宇
宙
か
ら
来
し
電
子
雲

コ
ロ
ナ
禍
に
桜
見
る
気
も
失
せ
に
け
り

早
々
と
虻
を
捕
っ
た
と
孫
眞
顔

コ
ロ
ナ
禍
で
犬
の
春
の
毛
伸
び
放
だ
い

看
々
（
み
す
み
す
）
今
春
ま
た
過
ぐ
非
情
に
も

病
床
の
妻
サ
ク
ラ
ン
ボ
見
て
笑
え
り
き

平
安
を
思
え
と
馬
酔
木
盛
ん
な
り

か
ら
傘
を
さ
し
て
牡
丹
花
開
く

巣
籠
も
り
て
晴
読
雨
読
残
る
花

紅
白
の
椿
日
中
友
好
館

春
夕
焼
け
遠
く
に
薄
き
不
二
の
峰

聖
週
間
人
と
の
距
離
を
少
し
と
り

大
粒
の
泪
湛
へ
て
君
影
草

自
粛
時
に
盃
想
ふ
花
水
木

孫
躍
る
野
山
を
越
え
て
雪
の
果
て

春
法
事
一
本
つ
け
て
お
赤
飯

春
疫
病
祓
ひ
清
め
よ
諏
訪
大
社

観
客
の
な
き
大
レ
ー
ス
花
は
葉
に
（
皐
月
賞
）

問
診
に
電
話
で
応
答
四
月
か
な

サ
ク
ラ
ン
ボ
亡
き
妻
恋
し
山
恋
し

病
む
国
に
福
音
の
ご
と
囀
れ
り

コ
ロ
ナ
禍
や
庭
を
明
る
く
花
水
木

老
い
し
春
菌
賑
い
に
生
思
ふ

春
寒
む
に
寒
き
世
嘆
き
年
重
ね
（
二
月
生
ま
れ
）

道
の
辺
の
草
に
も
命
春
の
空

コ
ロ
ナ
風
列
島
吹
き
荒
れ
春
行
き
ぬ

コ
ロ
ナ
に
も
め
げ
ず
鶯
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ

葉
牛
蒡
の
煮
物
う
れ
し
い
讃
岐
路
や

春
め
く
や
満
点
星
躑
躅
の
白
い
花

黄
金
週
間
見
つ
め
る
空
の
予
定
表

ひ
と
ま
づ
の
小
鉢
ば
い
貝
姫
栄
螺

鶯
や
本
括
ら
る
る
集
積
所

籠
り
居
の
長
き
昼
の
間
花
終
わ
る

し
ゃ
ぼ
ん
玉
な
べ
て
女
の
口
軽
し

自
粛
な
ぞ
ど
こ
吹
く
風
の
八
重
桜

老
い
ど
ち
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー

和
む
初
音
か
な

春
風
や
上
方
落
語
の
浮
か
れ
や
う

折
返
す
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
春
う
ら
ら

麗
か
や
ビ
ロ
ー
ド
の
ご
と
瀬
戸
の
海

外
出
を
控
え
し
春
日
抹
茶
碗

し
ば
ら
く
は
枝
垂
桜
の
中
に
を
り

憂
さ
去
れ
と
桜
堤
に
高
唱
す

う
ら
ら
か
や
車
座
を
な
す
ベ
ビ
ー
カ
ー

盛
雄

仝 仝
天
牛

亜
也

規
雄

雅
夫

ゆ
た
か

健
介

弘
子

仝
五
郎
太

孤
舟

仝
忠
彦

仝
紀
久
男

盛
雄

天
牛

規
雄

昇
正
明

仝
雅
夫

仝 仝
ゆ
た
か

仝

た
だ
し
げ

健
介

仝
弘
子

五
郎
太

孤
舟

忠
彦

仝
紀
久
男

孤
舟

昇
ゆ
た
か

仝 仝
堂
哉

（
龍
）

（
紀
）

（
紀
）

（
眞
）

（
紀
）

（
紀
）

（
〇
三
）

（
孝
）

（
充
）

（
〇
正
）

（
た
）

（
ゆ
）

（
三
）

（
紀
）

（
紀
）

（
忠
）

（
天
）

（
紀
・
く
）

（
紀
・
弘
）

（

敏
・
昇
）

（

〇
紀
・
〇
盛
）

（

紀
・
充
）

（

堅
・
紀
）

（

紀
・
堂
）

（
孝
・
〇
規
）

（

た
・
敏
）

（

敏
・
〇
昇
）

（

紀
・
雅
）

（

孝
・
龍
）

（

紀
・
孤
）

（

紀
・
龍
）

（

恵
・
啓
）

（
眞
・
そ
）

（

弘
・
〇
亜
）

（

紀
・
正
）

（
盛
・
く
）

（

孤
・
〇
け
）

（

正
・
く
・
亜
）

（

孤
・
〇
ゆ
・
正
）

（

紀
・
正
・
盛
）

（

孤
・
啓
・
規
）

（

堅
・
孤
・
雅
）

（

〇
眞
・
そ
・
健
）



　
　
　
　
　
穏
や
か
な
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
　
　
 
②
啓
子
さ
ん
・
・
じ
じ
ば
ば
と
お
孫
さ
ん
、
カ
ラ
カ
ラ
と
い
う
音
と
春
の
陽
射
し
の
三
者
が
響
き
合
っ
て

　
　
　
　
　
振
っ

た
の
で
す
。
春
う
ら
ら
の
季
語
に
も
適
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
①
恵
洲
さ
ん
・
・
ド
ロ
ッ
プ
の
あ
の
缶
、

懐
か
し
く
郷
愁
を
覚
え
ま
す
。

好
み
の
色
の
が
出
る
ま
で

十
二
点
句
「
振
れ
ば
鳴
る
ド
ロ
ッ
プ
の
缶
春
う
ら
ら
」

《
句
評
》
　
僭
越
で
す
が
部
分
的
に
省
略
し
た
り
言
葉
を
換
え
た
り
し
て
お
り
ま
す
が
ご
容
赦
願
い
ま
す
（
紀
）

　
　
　
　
　
ん
で
し
ょ

う
が
、
何
よ
り
ス
マ
ホ
と
塾
通
い
で
子
供
の
世
界
が
変
わ
っ

て
仕
舞
い
ま
し
た
ね
。
も
っ

　
　
　
　
①
健
介
さ
ん
・
・
ま
さ
に
同
感
で
す
が
今
は
凧
あ
げ
の
光
景
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

場
所
も
な
い

 
 
 
「
ど
の
子
に
も
凧
の
空
あ
り
未
来
あ
り
」

　
　
　
　
 
出
て
い
る
。
小
舟
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
少
し
揺
れ
川
面
が
光
る
。
そ
れ
も
一
寸
嬉
し
い
。

　
　
　
　
①
五
郎
太
さ
ん
・
・
水
が
眩
し
く
な
っ
た
春
の
川
辺
（
水
郷
の
よ
う
な
所
）
の
蘆
に
若
芽
（
つ
の
）
が

七
点
句
「
乗
り
移
る
小
舟
の
揺
れ
や
蘆
の
角
」

　
　
　
「
空
っ
ぽ
な
時
は
紡
げ
ず
春
暮
る
る
」

　
　
　
　
①
忠
彦
さ
ん
・
・
今
の
自
分
の
心
境
に
ぴ
っ
た
し
の
句
で
す
。

五
点
句
「
花
も
散
り
日
々
自
粛
し
て
老
い
ゆ
く
か
」

　
　
　
　
①
弘
子
さ
ん
・
・
懐
か
し
い
情
緒
が
い
っ

ぱ
い
で
こ
の
世
情
の
中
に
ほ
っ

と
す
る
よ
う
な
句
で
し
た
。

六
点
句
「
草
餅
や
煙
管
の
似
合
ふ
縁
の
叔
父
」

　
　
　
　
　
と
凧
を
揚
げ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
 
の
方
々
が
増
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
片
や
飲
み
屋
の
大
将
達
は
さ
っ
ぱ
り
お
手
上
げ
状
態
。
「
お
金

　
　
　
 
①
伸
彦
さ
ん
・
・
「
目
刺
」

が
い
い
で
す
ね
！
当
節
は
家
で
独
り
酒
あ
る
い
は
奥
様
と
さ
し
つ
さ
さ
れ
つ

四
点
句
「
籠
る
日
々
目
刺
で
晩
酌
癖
に
な
り
」

　
　
　
　
　
る
の
を
待
つ
日
々
で
あ
る
こ
と
を
憂
い
て
い
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
共
感
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
日
々
で
あ
っ
た
と
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
現
在
も
ひ
た
す
ら
身
を
低
く
し
て
こ
の
疫
病
が
通
り
過
ぎ

　
　
　
　
①
千
恵
さ
ん
・
・
こ
れ
か
ら
先
の
多
く
の
人
の
人
生
で
き
っ

と
こ
の
２
０
２
０
年
の
春
が
辛
く
て
我
慢
の

　
　
　
　
　
く
る
。

い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
、
特
に
外
出
自
粛
で
一
緒
に
い
る
こ
と
で
奥
さ
ん
が
な
ん
だ
か
綺
麗
に

　
　
　
　
①
五
郎
太
さ
ん
・
・
今
時
パ
ー
マ
と
い
う
言
葉
は
古
い
気
が
す
る
が
髪
を
綺
麗
に
し
て
奥
さ
ん
が
帰
っ
て

　
　
　
「
花
は
葉
に
パ
ー
マ
帰
り
の
妻
い
と
し
」

　
　
　
　
 
落
ち
ま
し
た
。

　
　
　
　
 
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
関
連
の
句
が
多
か
っ

た
中
で
、
こ
の
句
が
す
と
ん
と
腑
に

　
　
　
　
 
は
お
あ
し
」
廻
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
嫌
な
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
一
刻
も
早
く
解
放
さ
れ

三
点
句
「
折
り
返
す
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
春
う
ら
ら
」

　
　
　
　
 
「
春
を
汲
み
上
ぐ
る
」
に
打
た
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
①
堂
哉
さ
ん
・
・
と
て
も
美
し
い
。
ピ
ン
ク
色
に
染
め
あ
が
っ
て
く
る
糸
の
束
が
瞼
に
浮
か
び
ま
す
。

　
　
　
「
花
咲
け
る
枝
煮
て
春
を
汲
み
上
ぐ
る
」

　
　
　
　
　
季
語
が
効
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
見
え
る
。

季
節
も
葉
桜
に
な
り
、
あ
た
り
の
空
気
も
爽
や
か
に
な
っ
て
き
た
。
「

花
は
葉
に
」
の

　
　
　
「
知
ら
ぬ
間
に
葉
桜
と
な
り
風
抜
け
る
」

　
　
　
　
　
れ
た
も
の
の
貴
重
さ
を
再
確
認
し
、
一
刻
も
早
い
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
①
眞
希
子
さ
ん
・
・
平
和
と
将
来
へ
の
希
望
が
約
束
さ
れ
た
よ
う
な
光
景
！
公
園
を
横
切
る
毎
に
見
慣

　
　
　
「
う
ら
ら
か
や
車
座
を
な
す
ベ
ビ
ー
カ
ー
」

　
　
　
　
　
但
し
、

考
え
て
み
る
と
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
を
訳
せ
ば
「

折
り
返
し
」
で
、
一
寸
変
。

　
　
　
　
①
亜
也
さ
ん
・
・
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
の
ん
び
り
し
た
感
じ
が
季
語
と
よ
く
馴
染
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
表
現
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
　
　
 
①
ゆ
た
か
さ
ん
・
・
瀬
戸
内
海
の
島
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
「
ビ
ロ
ー
ド
の
ご
と
」

と
い
う
斬
新
な

　
　
　
「
麗
ら
か
や
ビ
ロ
ー
ド
の
ご
と
瀬
戸
の
海
」

　
　
　
　
　
寂
し
く
思
っ
て
い
る
様
子
が
表
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
①
た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
ゆ
っ

く
り
桜
を
見
る
こ
と
な
く
過
ぎ
た
こ
と
を



　
　
ー
ー
ー
き
さ
ら
ぎ
句
会
　
4
月

春
惜
し
む
余
部
鉄
橋
見
納
め
に

残
る
花
地
球
の
狭
さ
学
び
け
り

余
生
と
て
心
は
同
じ
葱
坊
主

花
冷
え
に
出
会
ふ
一
日
や
鳰
の
湖
（
う
み
）

春
眠
の
覚
め
て
眩
し
き
光
か
な

　
　
ー
ー
ー
「
爽
樹
」

　
5
月
号

雪
吊
の
縄
引
き
絞
る
真
澄
空

こ
の
星
に
生
く
る
ひ
と
り
や
冬
銀
河

靴
音
の
追
ひ
か
け
て
く
る
冬
の
月

自
画
像
は
死
ぬ
ま
で
未
完
寒
オ
リ
オ
ン

灯
台
の
淡
き
瞬
き
霜
の
こ
ゑ

卯
の
花
の
自
粛
の
庭
を
明
か
る
う
す

賜
り
し
琵
琶
湖
の
小
鮎
灘
の
酒

令
和
二
年
四
月
 
青
葉
会
報

　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼

紀
久
男

健
介

仝
盛
雄

規
雄

仝 仝 仝 仝
孤
舟

仝
充
章

　
　
　
　
令
和
二
年
五
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
　
記

　
　
ー
ー
ー
「
N
H
K
俳
句
」
5
月
号
　
宇
多
喜
代
子
選

　
　
　
令
和
二
年
　
五
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
　
紀
久
男

　
▲
投
句
二
句
以
上
五
句
ま
で

今
秋
に
延
期
す
る
か
検
討
中
で
す
。

井
の
頭
公
園
吟
行
の
予
定
で
し
た
が
、

自
粛
要
請
が
五
月
末
ま
で
延
期
に
な
り
ま
し
た
為
中
止
。

五
月
二
十
八
日
（
木
）

ウ
ェ
ブ
句
会

二
点
句
「
外
出
を
控
え
し
春
日
抹
茶
碗
」

　
　
　
　
　
の
市
販
認
可
と
自
粛
要
請
の
解
除
も
近
い
と
明
る
い
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー

ス
も
今
暫
く
の
辛
抱
だ
と

　
　
　
　
①
紀
久
男
・
・
新
型
疫
病
が
蔓
延
っ
て
世
界
中
に
拡
散
し
て
ま
だ
収
ま
り
が
見
え
ぬ
状
況
下
、
特
効
薬

　
　
　
「
病
む
国
に
福
音
の
ご
と
囀
れ
り
」

　
　
　
　
①
昇
さ
ん
・
・
新
型
コ
ロ
ナ
の
自
宅
籠
城
下
、
鶯
の
清
ら
か
な
声
は
せ
め
て
も
の
救
い
で
あ
る
。

　
　
　
「
コ
ロ
ナ
に
も
め
げ
ず
鶯
ホ
ー

ホ
ケ
キ
ョ
」

　
　
　
　
①
正
明
さ
ん
・
・
外
出
自
粛
の
折
、
徒
然
に
お
茶
を
点
て
る
気
持
ち
解
り
ま
す
。

　
　
　
　
②
広
島
の
社
友
、
田
部
修
司
さ
ん
よ
り
　
大
吟
醸
「
同
期
の
桜
」
と
原
酒
「
江
田
島
」

　
　
　
　
①
名
古
屋
の
社
友
、
秋
元
宏
さ
ん
よ
り
　
み
乃
亀
の
「
ゑ
び
す
焼
」
（
海
老
煎
餅
）

　
　
一
、
四
百
回
記
念
句
集
送
呈
先
よ
り
お
祝
い
の
品
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
三
日
ま
で
に
　
こ
の
メ
ー
ル
（
今
ご
覧
の
メ
ル
ア
ド
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
●
次
回
青
葉
会

　
　
　
　
　
鶯
や
雲
雀
が
告
げ
て
い
る
見
事
な
句
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
恵
洲
さ
ん
の
作
品
「
浮
浪
児
」
を
小
生
の
校
正
漏
れ
で
「

浮
浪
者
」
と
し
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び

　
　
三
、
記
念
句
集
に
ミ
ス
プ
リ
ン
ト

　
　
　
　
コ
ピ
ー

進
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
記
念
句
集
の
評
と
新
潟
日
報
４
月
７
日
（

火
）
掲
載
の
孤
舟
選
者
の
写
真
入
り
紹
介
記
事
等
、
希
望
者
に

　
　
二
、
新
潟
の
俳
人
、
熊
谷
國
男
さ
ん
（
N
K
→

ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ

ス
タ
ッ
フ
）
（

俳
人
協
会
役
員
）
よ
り

　
　
　
　
し
た
が
、

今
回
か
ら
啓
子
さ
ん
に
引
受
け
て
貰
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
六
、
小
生
の
ひ
ど
い
悪
筆
を
今
迄
忠
彦
さ
ん
が
読
解
の
ご
苦
労
さ
れ
て
ワ
ー
プ
ロ
し
て
く
だ
さ
っ
て
居
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー
選
者
の
第
４
句
集
「
星
空
」
の
題
名
に
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
「

な
ま
は
げ
の
吠
え
星
空
を
沸
き
立
た
す
」
・
・
・
P
.
9
9
5
「

な
ま
は
げ
」

　
　
五
、
孤
舟
選
者
の
一
句
が
角
川
の
「
合
本
俳
句
歳
時
記
」
第
５
版
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
四
、
関
係
者
近
詠


